
河川工事における週休２日制への取組み 

工  事  名：平成２９年度浦山縦工他その２工事 

請  負  者：共和土木株式会社 

○現場代理人：橋本 真樹 

監理技術者：岸岡 正樹 

１．はじめに 

 本工事は、急流河川対策として洪水時の流水エネルギーから堤防を保護し、治水安全度の向上を図る横工

の設置３箇所（浦山地区：左岸９.２ｋ＋１５０ｍ）・（浦山地区：左岸９.６ｋ）・（下立地区：左岸１１.２ｋ）および黒部川

の河道管理として河原環境再生を図るための河道整正（浦山地区：８.８ｋ～９.４ｋ）、ブロック製作（下立地区）と

施工箇所が点在しており、現場管理が難しい工事である。 

 本文では、これら点在する施工箇所において【週休２日制】の達成を目標に掲げ、省力化を前提として取組ん

だ現場管理方法について紹介する。 

 

２．工事概要 

工期    平成３０年３月３０日～平成３１年３月８日 （３４４日間） 

工事内容 【横工】 ３箇所据付総数 Ｎ＝４８６個  【Ｌ９.６ｋ抜粋】 掘削工 ４,２００ｍ３、埋戻し ３,０００ｍ３、 

残土処理工 ５９０ｍ３、基面整正 １０３０ｍ２、根固めブロック据付 ２３４個、水制工 １箇所 

【河道整正工】 河道整正（ＩＣＴ） ２１,７００ｍ３  【ブロック製作】 根固めブロック製作 ８２個 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横工 Ｌ9.6ｋ抜粋 
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既設かごマット撤去・復旧

既設ブロック撤去・再設置 N＝1個×6列＝6個

水制工 

河道整正工 
切土 

盛土 
８.８ｋ ９.４ｋ 

Ｌ＝６００ｍ 

(点群データ) ３次元データ 

① 起工測量 

（ＵＡＶによる地形測量） 

② ３次元設計データ作成 

（２次元図面から３次元化） 

③ ICT 建設機械施工 

（３次元マシンガイダンス）

ＩＣＴ活用範囲 

(盛土データ)  
・現況地盤にて計画 

・洪水で洗掘された 

箇所を補強する 

(切土データ)  
・平均河床高にて計画 

・中洲を撤去し、本流を 

右岸側へ導く 



３．週休２日制確保への背景と検討事項 

 働き方改革が世間一般に普及する中で、建設業界でも取組みが推奨されている。建設作業従事者の高齢

化・若手の担い手不足・人手不足が問題となる現在において省力化を図り、週休 2 日を可能とした現場が理想 

であり魅力と考える。そこで河川工事における週休２日制（週実働５日）にチャレンジする。 

 本工事の特徴として工期が３４４日と長く、出水期間（６月～９月は中止期間）の制約を受けるため余裕期間と

繁忙期間が明確になる。特に１０月から１２月の横工３箇所のラップ工程をＣｌｅａｒすることが週休２日の達成を可

能にすると考えた。工程計画に当り、不安要素を抽出し時短を図る ために検討した事項を以下に示す。 

 

《不安要素を解消する時短の検討》 

【水制工】…１０月より水制工（２週間/１箇所）を施工した場合、横工３箇所の手待ち時間が発生し工程が遅延

する。その場合に横工３箇所と河道整正工の同時施工は必然となり、冬季施工に向けての週休２日制は不可

能と想定した。以上より余裕期間（５月～６月）に水制工３箇所を完工させ、後半工程を１ヶ月半短縮して同時

施工を避けることにする。そのためには出水期間前の６月２０日までに完工することが条件となり、早期着工が

必要になる。そこで起工測量はＬＳ（レーザースキャナー）を活用して最短で掘削作業に移行することにした。 

【横工１】…横工３箇所の施工に当り、掘削→基面整正→据付の順に１週間サイクルで３箇所を移動しながらの

工程となる。横工の掘削断面は単純であるものの、基面整正の高さ確認業務（従来のレベル確認）が必要で

あり、現場員２人体制による管理ではラップ工程に対応できない。そこでＩＣＴ全面活用を検討したが１箇所当

り、３次元データ作成に２日遅延、出来形（測量～解析）に最短３日遅延が想定されたため、ラップ工程では

手待ちになる。以上より ICT 機能（レベル・光波）だけを有効活用して掘削を行うことにした。 

【横工２】…最重要検討課題は据付用の丁張りである。横工は４列で延長が長く、縦工２列と比較した場合に１

段毎の丁張り数が２倍～３倍にもなる。Ｌ９.６ｋの杭打ち作業においては６６本必要となり、多大なる労力を要

する。丁張り設置作業のために据付工程を１日空ける、現場員の増員が必要になる、と２つの不安要素が想

定された。そこで簡易に丁張りを設置する器具【ただ置くだけ君】を製作して、時間短縮を図り現場員２人体制

でラップ工程を遂行する。 

【河道整正工】…施工時期は冬季施工となり、また施工延長Ｌ＝６００ｍと延長が長いため丁張り設置業務を考

慮した場合、ＩＣＴ活用は必須である。過去の施工実績より積雪がある場合でも施工範囲が分かるため、除雪

しながらの施工も可能となる。以上よりＩＣＴ全面活用（施工まで）を希望して行うことにした。 
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４．時短の実施結果と検証 

 前項で記載した時短検討を取組んだ中で、不安要素を解消し週休２日制の達成を可能としたのか検証する。 

 

【ＬＳ測量による水制工の早期着手】 

ＧＷ明けの５月９日にＬＳにて起工測量を実施し、翌日５月１０日に掘削を開始した。横工３箇所の現況測量を

従来通りに行うと、１.５日/１箇所で約５日は必要だがＬＳ測量では１ｈ/１箇所の３ｈで完了することができた。４日

間の工程短縮を可能とした。６月２０日までの制約の中で４日間短縮は非常に大きい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予定通り掘削に着手したが埋設ブロック、掘削箇所の湧水の確認等、３箇所ともに支障となったため設計変

更が必要となった。工事Ｓｔｏｐを想定したが監督職員によるワンデーレスポンスにて早急に対応して頂いたおか

げで２箇所を完工することができた。後半工程を１ヶ月短縮可能とし、週休２日制への望みを繋いだ。 

 

※余談になるが水制工の施工に当り、省力化に取組んだ事例を紹介する。 

水制工は大型構造物であり、斜面４５度のコンクリート面のあばた発生が気になる点である。傾斜部の最長箇

所は４.３ｍもあるため、打設時にピカコン等によるスページング作業を行う際は打設人員・打設時間も増加する。

そこであばた対策と打設時における軽減作業を兼ねて新技術【アバノン(透水性型枠用シート)】を活用した。 

 

 

 

 

 

 

 

【活用軽減効果の検証】 

・シート取付は型枠寸法がそれぞれ違い、加工も伴うので手間が掛かる。２.０ｈ/１箇所のロスとなった。 

・スページング不要のため、打設人員は７人から５人にできた。 

・スページング不要のため、打設はＰＭ１４:００頃で完了した。打設時間の短縮となった。 

《以下の打設方法で検証》 

 

打設後 表面 あばた なし 

だが シワ が気になる 

今後Ｐコン取付方法が課題 透水シート取付 

アバノン構造 参考ＵＲＬ 

NETIS 新技術情報共有システム 
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ＬＳ測量現況ライン 

ラフター２５ｔ 生コンバケット（０.５ｍ３） １層高さ５０ｃｍ ５～７層打ち 休ませながらじっくりと！ゆっくりと！ 打設数量約３８～４５ｍ３/１箇所 
 

ＬＳ測量 

点群データ 

発注図書の横断図に図示して提出 

Ｌ９.６ｋ 現況測量 



【横工掘削におけるＩＣＴ機能の有効活用】 

 検討事項にも挙げたように、横工掘削は１週間程度で完了し掘削断面は単純であるため３次元データの作成

はしない。また基面整正の高さ・位置確認の測量業務に時間も取れないことから、ＩＣＴ機能（２Ｄ）にて施工を行

う。方法として下記に示すように横工平面図をモニターに入力表示させ、床付け面の高さを指示するだけとした。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＣＴ機能の有効活用により、１箇所当りの測量業務２人/１日を省略して現場員２人の余裕時間合計３日間を

確保した。その余裕時間内に次工程の据付丁張り作業を行い、ラップ工程を止めることなく遂行可能とした。 

 

【横工丁張り 《ただ置くだけ君》 の活用効果】 

工程計画に当り一番不安要素《多大労力》である丁張り設置作業に先立ち、以下の検討ポンチ図等を作成し

て幾度も検討した。現場員２人体制による現場遂行が週休２日制可能の絶対条件と捉え、最良策を決定した。 
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青…1 段目ブロックライン 

赤…２段目ブロックライン 

※ＢＨの現在位置が 

平面図上に図示される 

座標機能を活用する 

ブロックライン 

３箇所の床付け 

高さを指示する 

平面図でブロックラインの位置確認 

指示された高さで仕上げる 

1 段目ブロックライン 

検討した結果 ⇒ 丸鋼による丁張り器具を製作 

【ただ置くだけ君】 検討ポンチ図 
【ハシモト君】 



 【ただ置くだけ君】の製作に当り、極力軽量なもので移動の負担にならないようにした。ただあまりにも軽量だと

水糸を張った際に転倒するため、丸鋼の溶接本数にも留意した。また器具のサイズ幅はブロックの隙間スペー

スに置き、尚且つ据付ブロックに干渉しないものとした。仮の１基だけを製作して何度か実験を行い完成版とす

る。最終的に１段目用は１５基、２段目用は２０基製作した。以下に詳細と使用方法を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２段目 ２段目 1 段目 1 段目 

置く隙間スペース ただ置くだけ君 

２段目用 

１段目用 

１段目 仕様 

３００ 

上下移動  

１０００～ 

１３５０まで 

調整可能 
 

２段目 仕様 

３００ 

左右移動  

反転移動 

可能  ３００～ 

５００まで 

調整可能 

（使用方法） 

①レベルで上下移動して高さ調整 

②高さが確定したら蝶ネジナットで固定 

③通りを丸鋼天端に出してテープを巻く 

④水糸を張って完了 
 

（使用方法） 

①レベルでナットに高さを出す 

②通りを左右移動して合わせる 

③蝶ネジナットで固定 

④水糸をナットに挟んで完了 
 

ナット  



 【ただ置くだけ君】の固定方法はバリケードの重しと土のうを使用する。重しを乗せて水糸を張り、器具に変位

がないか実験を行い重しの個数を決定している。準備万端で本番に望んだ活用方法を下記に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【ただ置くだけ君】により丁張り設置の作業効率は大幅に向上した。３０ｍ/３列３スパンの丁張り設置を現場員２

人で行った場合に１段目は１.５ｈ、２段目は１.０ｈとなる。十分据付最中に丁張り設置は可能であり、余裕を持っ

て据付管理も遂行できた。同条件での杭丁張りと比較してみると１段目は２.５倍、２段目は３倍の軽減効果が得

られた。ラップ工程の据付を予定通り１１月３０日で完了した。 

 

５．おわりに 

 働き方改革が世間一般に普及し建設業界でも推奨されている現在、技術者としての課題は多様であり大変で

あるものの、解決していくことが今後の魅力に繋がると感じる。 

週休２日制の取組みに当り、工事の特徴を捉えて現場スタイルを構築した中で、省力化を検討した。高齢化・

担い手・人手不足は今後も課題となる中で、現場体制に見合った省力化方法・ＩＣＴ活用方法は今後とも重要課

題となっていく。その中で解決方法を見出していく技術を研鑽していきたい。 

工事進捗の中で問題は付物である。監督職員によるワンデーレスポンスにて対応して頂いたおかげで、現在

まで週休２日を可能としている。工事も終盤にかかるが、残りも無事故で完工できるように全力で取組んでいく。 

据付けが完了した 

箇所より､ただ送って 

ただ置くだけ君 

１段目据付 

据付けが完了した 

箇所より､ただ送って 

ただ置くだけ君 

ブロックの隙間スペース（真中） 

に水糸を張ったことにより 

据付精度・スピードを向上させた 

ブロックの隙間スペース（真中） 

に水糸を張ったことにより 

据付精度・スピードを向上させた 

２段目据付 


